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0平成23年新年の抱負青山里会の始動

○ 【正∃青山里会(訪問看護ステーション)が
取り組む'地域福祉活動

0望芸濃器謂諸悪慧り(7000人超)の

○韓国･老人施設シンポジウム(1 0/1 9)

0日韓国際フォーラム(1 1/1')

0身体障害者療護施設小山田苑耐震工事始まる

○ (9/1 )防災訓練の実施

0コミュニケーション広場
･第1 0回レジデンシャルケア研究会議( 1 0/30)

･東海北陸ブロック地域包括･在宅介護支援センター協議会( 1 1 /9･ 1 0)

今年も新たな気持ちで初心に戻り､ご利用者の皆様やご家族が日々安心しで駄適な暮らしを送って頂ける

よう､青山里会職員が一丸となって社会福祉事業に取り組んで参ります｡本年もよろしくお願い致します｡



や福祉サービスに留まら坑貧困･孤立化の対策や障

害者サービスにも力を注いでいけるように新たなサ
ービスメニューの開発を目指して参ります｡四日市市

が日本で一番､高齢者や障害を抱えてみえる方にとっ

て､安心して暮らせるやさしい街と言われるよう､希望

を胸に事業を展開して参りたい気持ちで一杯です｡

どうか地域の皆様､各関係機関の皆様､誰もが安心

して暮らし続けられる社会を目指し､今年も最善を

つくして参りますのでご支援の程､よろしくお願い申

し上ます｡

理事長　川　村　陽　一

昨年は､住み慣れた街で安心して暮らしていける環境

づくりをテーマに､地域密着型施設の開設を川島･常

磐の二つの地区で展開することができました｡これも

地域住民の皆様方が快く､私達青山里会の事業を受

け入れて下さったものと心より御礼申し上げます｡

さて､昨今の社会情勢は医療･介護保険サービスだけ

では､生活を支え切れないでいる方が地域の中には

たくさんお見えになります｡私達､青山里会は昨年同

様に地域福祉活動に目を向けていき､高齢者の医療

怨語長三　瀬正　幸
少子高齢化に伴う労働力

確保が困難となる一方､認

知症高齢者や医療･介護

ニーズの増大に対応

した｢地域包括ケア｣の提

供に資する人材の育成が

必要とされています｡

青山里会では､人材の質と

量の確保･定着を目指し､働きやすい魅力ある職場環境の整

備に取り組んでいきますのでよろしくお願い致しまIo

①｢安心･安定の職場｣

昨年は､事業所内託児所運営や介護職員処遇改善交付金活

用に加え､職員が自分の目標や将来像を描きながら､安心し

て働き続けるよう､キャリアパスを明示しました｡今年はさら

に医療的ケアに対応した教育･研修制度の充実と労働法規

遵守に取り組みます｡

④｢安全な職場｣

昨年は､腰椎検診事前調査内容の見直し､腰椎予防対策マ

ニュアル作成と腰椎予防体操の徹底専門医による腰椎予防

研修会を開催し､対策に取り組みました｡今年はさらに労働

安全衛生管理体制を強化しメンタルヘルスを含めた日常生

活における健康の保持増進に取り組みま10

⑨｢楽しい職場｣

昨年は､職員新睦･旅行共済会による海外旅行､感謝祭､た

て干し､大忘年会等を実施しました｡今年も職員(御家族)の

新睦･交流する機会の充実に取り組みます｡

ヶァヮーカー部長伊　藤　妙

『ケアワーカーの理念』

利用者一人ひとりが､ご自身の意見や考えに基づき

思いが届き･穏やかで安心安全な暮らしが確保及

び尊厳ある生活が送れるようにしていきます｡

『目　　的』

利用者の笑顔が､私たちのやりがいのキャッチフ

レーズとなり､他職種と連携し､一人ひとりに合った

ケアを行っていきますも

『目　　標』

①他職種と連携を持ち､チームケアを行います｡

②生活暦や生活習慣を知り､その思いに気づける

ケアをしていきます｡

④一人ひとりに合ったケアを行います｡

④笑顔が引き出せるように､ゆとりのあるケアを行

います｡

⑤私達はいつも笑顔を大切にします｡

事務部長田　や　節　子
2011年新しい年が始

まりました｡

私たち事務が常日頃か

ら気を付けていること

は､笑顔でお迎えする

気持ちを大切すること

です七

特に初めてのご来訪時

やサービスのご利用される際､おそらく不安な気持

ちを抱えておられると思います｡そうした不安の思

いを少しでも和らげていきたい｡そのためにも､真

心をこめて対応をさせて頂けるよう心掛けていくよ

う気を配って参りますo

今年も一年､温かい気持ちを持って､思いやる心を

育んでいければと思います｡本年も｢原点｣に立ち

返り､さらにきめ細かく確実にしっかりと皆さまを

お迎えできるよう､取り組んで参りたいと思います

ので､よろしくお願い致します｡



常務理事兼本部長

西　元　幸　塵

昨年は関係諸機関並びに

地域の皆様には､多大なる

ご支援を賜り深く感謝申し

上げます｡

近年の社会情勢において､

社会福祉に求められる役

割は多様化してきています｡医療･介護問題だけでなく､貧困､虐待､

食の問題や孤立､無支援状態と求められるサービスに際限がなくなっ

てきています｡青山里会は今年も1年､地域の輪の中に､皆様のお仲

間として認めてもらえるよう励んでいきたいと思います｡私達の事業

は第一種の社会福祉事業として､生活にお困りでいる方の暮らしを全

面的に支えさせて頂くことこそが､社会的な使命であります｡しかし､

対象者も年々増加傾向にあり､私達だけでは十分に補えないのが現

状であります｡

地域住民の皆様にお願いがございます｡皆様方が既にお作り頂いてい

る｢地域の支え合い｣の取り組みの中に､私達(青山里会)もお仲間に入

れて頂けないでしょうか｡私たちにも､何かお役にたてることがあると

思います｡どうか今年も1年よろしくお願い申し上げます｡

看護部長伊　藤　明　子
年頭に際し､取り組み

をご報告申し上げま

す｡近年ますます在宅

療養推進への流れが
加速してます中､訪問･

施設･通所事業を問わ

ず､療養生活を支える

看護を今一度見直す

機会を頂いている様に考えます｡これまで以上に

必要ときれるように､謙虚に仲間で切瑳琢磨し､

チームケアの中で貢献できる役割を探求してい

くことに励んで参りたいと思います｡どんな些細

なことでも｢気づき｣から始め『地域福祉･医療』

の中での看護職としてのての役割を真に考え､改

める事を整理しつつ､しっかりとその役割を果た

せるようにしたいと考えている次第です｡また感

染対策においても､日頃よりご協力頂いており､こ

の機会を通し感謝申し上げます｡今年も一年よろ

しくお願い申し上げます｡

副本部長落　合　将　則

昨年は､小山田特養のサテライト施設として､ ｢常磐

サテライト｣並びに｢川島サテライト｣を設置させて

頂きました｡これも偏に地域の皆様方のご支援､ご協

力の賜と心より感謝申し上げます｡

国では､障害を受けても､住み慣れた地域で､暮らし続
けることができる社会の実現を目指し『地域包括ケア
システム』が提唱されています｡私ども青山里会でも､

その実現に寄与するため､地域で暮らしておられるお
一人お一人の生活課題の解消に努めるべく､総合的な

サービスを提供させて頂ける地域の拠点を地域の皆

様と共に､創り上げていきたいと考えております｡とりわ

け､ 『住まいの問題』や『食に関する問題』については､

孤独死に見られるような｢孤立化｣との相関も指摘され

ています｡青山里会では､みんなが暮らしているそれぞ

れの地域が､安心して老いることができる地域となるよ

うに､社会福祉法人としての役割を皆さまとともに果た

して行きたいと考えております｡

今後とも､何卒､皆様のご支援､ご協力を賜りますよう

お願い申し上げます｡

栄養管朝張松　本　春　美
さて､昨年は常磐地区･

川島地区にサテライト

型特毒がオープンし､
｢住み慣れた地域で継

続して生活ができるよ

うに支える｣という目的

に､一歩進み始めまし

た｡また私達が暮らす

街には年齢と共に､-人きり､二人きりといった生

活になってしまうことで､ ｢何か起こった時の心配｣

や生活の中で､ ｢食材を買い､食事を作り､食べて後

片付けをするo｣といった事すら､大変になってくる

事があります｡特に自宅の近くのお店がなくなった

り､高値になっていったりで､生鮮食材品を手に入

れる事が､大変な人も全体としても増えていますo

そこで､青山里会では食事や栄養をとることが､不

十分な方々(無支援状態)への支援を目的に､コミュ

ニティ食堂での食事の提供等､新たなサービスの

開発に取り組み始めました｡今年はさらに地域住

民の皆様のご意見を伺いながら､住民の方々から

必要とされる｢コミュニティ食堂｣を目指していきた

いと思います｡施設や地域のご利用者の皆様の食

の安心･安全を守る役割を使命とし､お一人お一人

が健康で楽しい生活を送ることができるように､こ

れからも取り組んで参ります｡

企画開発室長逝藤辰比舌
(部長)

昨年は､サテライト型

特巷を川島･常磐の2

施設を開設し､施設も

ようやく軌道に乗り落

ち着いて参りました｡サ

テライト型特童も法人

で4箇所となり､これら

の拠点で新たな事業と

して､食のサービスの実施を計画しており､私達は
｢コミュニティレストラン｣と名付け､食の孤立を防

止し満足な食事や栄養を取れない環境にいる方を

支援できればと考ています｡また新たな地域にお

いても､地域住民や行政機関の方々との協働によ

り､新たな事業を行って参りたいと考えております｡

さて平成24年度には､介護保険制度の大きな改正

を控え､今後の医療･福祉･介護がどうなるのか不

安に思ってみえる方もいると思いまが､私達青山里

会は､誰もが安心して暮らしていける住まいをこれ

からも地域住民の皆様と共に考え､そして実現に向

けて取り組んで参りたいと願っておりますので､今

年も1年ご支援の程よろしくお願い致し訂九



皆さ～んこんにちは!!私たちは､四郷訪問看護ステーションの訪問看護師です▽私たちの

仕事は､病気や障害を持った方が､ご家庭で療養生活が送れるよう､看護師が｢かかりつけ

医｣の指示･連携のもと､ご家庭を訪問し､医療的な処置を行ったり､服薬管理､病状観察や

日常生活の支援の他､精神的ケアや相談に応じ､在宅での療養生活が安心して送れるよう

援助していくことです｡
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今回の国際フォーラムでは｢地域福祉ネットワークの形成｣につ
いて､パネリストとして西元幸雄常務理事と大阪市立大学大学

院の白淳政和教授が招待を受け青山里会が今取り組んでいる
地域福祉活動について報告を致しました｡

コヤン市内
コヤン市は丘陵と漢江を背景に昔から農耕文

化が栄えていた都市であります｡
近年､人口は1 00万人の大都市へと成長を遂

げ韓国を代表とする国際都市として成長を続
けている街でした｡

コヤン市副市長との懇談会もなごやかな雰

囲気の中､韓国の07年に｢老人スバル保険
制度｣ (日本の介護保険)がスタートしてから
の3年が経過し､日本同様に社会全体で支え
ていくシステムについて情報交換などを行
いました｡

身体障害者療護施設小山田苑(定員80名)

遜　帽工糊
華垂壷重蒔華

-____.__　　r - --∴　-L･L

施設南面を改修している写真です｡



Pj朋③汐勃抄帯老A濡牡協会

彰影yポ撃昏包

左側で講演の通訳とコーディネートをしてくださっている方は黄才柴氏

2010年10月19日､韓国のソウル市にて､西元幸雄常

任理事が､ソウル市老人福祉協会主催するシンポ

ジウムで｢日本の介護現場におけるケアマネジメント

の動向と視点｣と題して講演をしました｡

シンポジウムでは､国民の誰もが介護を必要とす

介護現場における
ネジメントの動向と視点

る時が来､その意味でもニーズ

(生活問題)とサービスとを結びつ

けて行くシステムがとても大切であ

ることを報告されました｡そして､日

本の介護保険制度ではケアマネージャーがケア

プランの作成していく過程の中で､その役割をに

なっていて､地域福祉活動をしていく上でサー

ビスを提供していく上での要となっていることを

述べてこられました｡

実施

訓練では､実際に仮設の避難場所として身体を休める

ことができるように｢ベッドブース｣を確保する作業を

行いました(上写真)また､備蓄している食品･物品類

を効率的に手際よく供給できる作業(右写真)も行い

ました｡訓練を常に繰り返し実施していくことで､ス

タッフの防災に対する意識も日々変わり､その時への

心の備えを常に持ち続けていくことが大切であると実

感しました｡

日本はいつ何処で災害が起こるか
わからない災害列島です｡

(9/1)防災の日に法人全体で防災訓練を行いまし

た｡近年､震度6を超える地震が頻発しています､も

はや火災だけの訓練ではなく､地震､集中豪雨､台風

などによる自然災害といった災害に備えていく必要が

あります｡

青山里会は四日市市において第二避難場となってお

り､常に地域社会とともに対応策を考え､取り組んで

行きます｡

支給物品類の仕分け作業訓練



｣富親玉表

第1 0回レジデンシャルケア研究会議
青森大会を終えて

10回レジデンシャルつ
色濃ケアS'ステム棚並に向けた刑は臥これまで¢1 0年欄

代表川村陽一(青山里会理事長)によるあいさつ

今回で第1 0回を迎えることになったレジデンシャル

研究会議(青森県)が行われました｡本研究会議の代

表を務める川村理事長は､ H22年に竣工したサテラ

イト型特養(20床､ショート1 0床)の開設意義や運

営上の課題も含め､小規模なタイプ(全室個室)の

居住についての報告をしました｡

研究会議では､レジデンシャル(住まい)の新たな在

り方について､専門分野の方々が集い､いろんな立

場で様々な視点から討論がなされました｡

東海北陸ブロック地域包括･在宅介護支援
センター協議会三重大会を終えて

三重県地域包括･

在宅介護支援センター協議会
会長　西元幸雄氏
(青山里会常務理事)による

開会あいさつ

昨年の1 1/9･10の二日

間に渡り､四日市都ホテルで

｢地域包括ケアシステム｣につい　　白淳教授

て職員研修が行われました｡当日は225名の福祉

医療スタッフが参加し､地域福祉活動への取り組み

方や課題､さらに連携(ネットワーキング)や伝達の

苦労についての意見交換がなされました｡

また､大阪市立大学､大学院の白漂教授からは､地

域でのネットワークづくりの展開方法についての講

義を頂き､明日からの援助や地域福祉への取り組み

に生かせていければと思います｡


